
 

 

 

 

今月も新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染防止対策の影響で少人数の例会となりました。 

なかなか会うことが難しいﾒﾝﾊﾞｰ、ｺｼﾞｺｼﾞさんと地図

ちゃんの２人。忙しいｽｹｼﾞｭｰﾙを割いて久しぶりに、出席

されました。半年も見られなかった地図ちゃんの笑顔に、

会場が一気に和やかになったのは、やっぱり持ち前の明る

い人柄のおかげでしょうか。ｺﾛﾅ禍の沈滞ﾑｰﾄﾞの中とて

も救われます。 

G１０会長の挨拶の中、「全麺協通信」が配布され、新

型ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染者対応に適応した「認定会ｶﾞｲﾄﾞﾗｲﾝ」

に沿って、全国で初めての「そば道段位認定会」が、８月１

日に北竜町で開催されたとのこと。 

ｺﾛﾅｳｲﾙｽ感染が治まらない中での開催なので、ｶﾞｲﾄﾞ

ﾗｲﾝを遵守すること、ｿｰｼｬﾙﾃﾞｨｽﾀﾝｽはもとより、感染

を防止するため審査員も審査方法を工夫するなど色々と

模索しながら開催されたようです。 

審査中はそば打ち仲間の応援も禁止され、審査結果も

後日書面で通知するなど、時間短縮等で出来るだけｺﾛﾅ

対策が講じられたようです。 

 

 

 

来月２５日（日）の東神楽町での初段・二段位認定会に

向けて練習を重ねてきたつねさんとどりさんは、例会時

間の半分を割いて、認定会本番形式で実際にそば打ちを

行ってもらい、ｺｼﾞｺｼﾞさん、G１０さん、地図ちゃんの審査

員目線の中、緊張しながらも練習の成果を見てもらいま

した。２人とも麺棒は回っているし、制限時間もクリアして

いるし、思っていた以上の出来栄えにコジコジさんからお

褒めの言葉を頂きました。 

現ｶﾌﾞｽに在籍しているﾀﾞﾙﾋﾞｯｼｭ有が、2010年につぶ

やいた名言「練習は嘘をつかないって言葉があるけど、頭

を使って練習しないと普通に嘘つくよ。」っていうﾌﾚｰｽﾞが

再び話題になっているようですが、つねさんとどりさんは、

まさにこの言葉を地でいっているようなものだと思います。 

 本番まであと１か月、これからも弛まぬ練習を続けて

見事合格を果たし、美酒に酔いしれましょう。（文、写真：

tanbo、編集おが G） 
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